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これまでの議論の整理 ①

～参考資料～

平成20年6月24日（火） 資料２

第８回障害児支援の見直しに関する検討会
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１．障害の早期発見・早期
支援

２．就学前の支援策

３．学齢期・青年期の支援
策

４.ライフ

ステージ
を通じた
相談支援
の方策

５.家族支

援の方策

６．入所施設のあり方

７．行政の実施主体

８．その他

年齢別の検討 共通の課題の検討 制度のあり方の検討

見 直 し の 基 本 的 な 視 点

１．子どもの将来の自立に向けた発達支援
～ 子どもの将来の自己実現と「自立」を目指した発達支援を行う。

２．子どものライフステージに応じた一貫した支援
～ 保健、福祉、教育等の関係者が連携し、子どもの成長に応じて一貫した支援を行う。

３．家族を含めたトータルな支援
～ 子どもの育ちの基礎となるのは家庭であり、家族を含めたトータルな支援を行う。

４．できるだけ子ども・家族にとって身近な地域における支援
～ 共生社会の実現のためにも、できるだけ身近な地域において支援を行う。

検 討 項 目
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保健センター

就
労
・
地
域
に
お
け
る
自
立

保育所

幼稚園

放課後児童クラブ

放課後子ども教室

学校

障害児の通園施設

児童デイサービス

（障害児の入所施設）

支 援

専門機関が出向
いていくことに
より、敷居が低
いところで支援
を受けることが
できる。

専門機関が出向いていく
ことにより、一般施策に
おける受入れを促進する。

並行通園する児童を増や
していく。

障害児の専門機関による支援のイメージ
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地域における相談支援のイメージ

障害児等療育支援事業
（都道府県・圏域ごと）

障害者相談支援事業
（市区町村ごと）

発達障害者支援センター（都道府県）

○訪問による療育指導
○外来による療育指導
○施設職員等に対する療育技術指導
○療育機関に対する支援

専門機関

（通園施設
・児童デイ等）

療育支援

一般の相談支援

専門職が保育所等へ巡回し、本人
（及び親、保育士等）を支援

地
域
へ
の
新
た
な
支
援

保育所等への巡回や、センターで、
グレーゾーンを含む相談に対応

個別の相談支援
個別の支援計画づくりや、支援会議
のコーディネートを行う

児童相談所（都道府県）

支 援
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ライフステージに応じた相談支援

小学校 中学校 高校 就 労
日中活動

乳幼児期早
期
発
見
・早
期
対
応

教育・福祉の連携

個別支援計画の作成・支援会議の開催・モニタリングの実施

個別の教育支援計画

※個別の支援計画とは・・・支援が必要な者に対して、ライフステージを通じた一貫した支援が可能となるよう、医療、保健、福祉、教育、労働等の
関係機関が連携して策定する計画。

※個別の教育支援計画とは・・・障害があり特別な教育的支援が必要な幼児児童生徒に対し、乳幼児期から学校卒業後までを通じて一貫して
的確な教育支援を行うことを目的として、福祉、医療、労働等の関係機関との連携を図りつつ、学校(学級担任

等）が中心となり作成するもの。
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